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バスケットボール男子0女子 バレーボール女子

ケ

国頭地区中体連

'■
'十

第＞
今
帰
仁
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　
男
子

国
頭
地
区
中
体
連
が
六
月
人
、

九
の
両
日
、
北
部
各
地
で
開
か
れ
た
。

村
内
四
つ
の
中
学
校
が
統
合
さ

れ
選
手
層
の
厚
く
な

っ
た
新
今
帰

仁
中
学
校
が
は
じ
め
て
中
体
連
に

出
場
、
各
種
目
に
華
々
し
い
デ
ビ

ュ
ー
を
飾

っ
た
。

多
勢
の
応
援
団
が
駆
け
つ
け
た

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は
男
女
共

＞
今
帰
仁
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　
女
子

に
優
勝
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
も
女
子
が
優
勝

に
輝

い
た
。

ま
た
、
卓
球
で
は
女
子
が
団
体
準
優
勝
と
大
健
闘
し
た
。

な
お
、
地
区
大
会
で
活
躍
し
、
七
月
下
旬
に
開
催
さ
れ

る
県
大
会
に
派
遣
さ
れ
る
の
は
次
の
種
目
で
す
。

Ｏ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

・
女
子

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

・
女
子

○
卓
球

（女
子
）
団
体

・
個
人
戦
　
比
嘉
　
彩

○
剣
道
　
与
那
嶺
　
剛

○
空
手

（組
手
）
　

下
地
　
正
則

＞
今
帰
仁
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　
女
子
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熱
帯
魚
や
珊
瑚
礁
を
な
が
め
な
が
ら
力
泳

オ
Ｈ
み
ン
ウ
オ
　
　
　
ス
イ
ム
レ
Ｈ
ス
Ａ
雀

＞
ゴ
ー
ル
す
る
選
手
を
仲
間
が
温
か
く
迎
え
る

真
夏
を
思
わ
せ
る
強
烈
な
日
差

し
の
中
、
第
二
回
沖
縄
今
帰
仁
オ

ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー

ス
大
会
が
六
月
十
四
、
十
五
の
両

日
、
ウ
ッ
パ
マ
ビ
ー
チ
で
開
催
さ

れ
た
。

今
年
の
大
会
に
は
、
県
内
外
か

ら
招
待
選
手
含
め
約
二
百
人
が
参

加
、
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
澄
み
き

っ
た
海
で
各
種
目
に
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
。

み
ん
な
の
ビ
ー
チ
を
み
ん
な
で

き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
大
会
初
日

の
千
潮
時
に
は
、
村
民
、
選
手
、

役
員
ら
が

一
丸
と
な

っ
て
海
中
や

ビ
ー
チ
の
清
掃
が
行
わ
れ
た
後
、

ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
選
手
権
も
行

わ
れ
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
砂

ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
競
技
を
楽

し
ん
だ
。

ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
と
ス
イ
ム

レ
ー
ス
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
。

【ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
】

▽
小
学
生

（混
合
）
金
城
寛
昂

（今
小
六
年
）

▽
中
学
生

（男
子
）
土
地
啓
太

（今
中
二
年
）

▽
中

・
高

。
一
般

（女
子
）
新
里

亜
耶

（今
中
二
年
）

▽
一
般

（男
子
）
金
城
洸

（与
那

嶺
）

【
ス
イ
ム
レ
ー
ス
】

▽

一
、
三
キ
ロ

男
子
　
黒
川
保
隆

（東
京
都
）

女
子
　
マ
ー
サ
・
ス
タ
ン
ト
ン

（沖
縄
県
）

▽
二
、
五
キ
ロ

男
子
　
杉
沢
毅
志

（神
奈
川
県
）

女
子
　
野
尻
奈
央
子

（福
井
県
）

▽
二
、
人
キ
ロ

男
子
　
杉
沢
毅
志

（神
奈
川
県
）

女
子
　
野
尻
奈
央
子

（福
井
県
）

▽
二
、
ニ
キ
ロ
リ
レ
ー

（○
、
人

×
四
）
海
王
～
Ｔ
ｈ

ｅ
　
Ｏ

ｃ

ｅ

ａ

ｎ

　

一Ｋ

＞
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
選
手
権

村
婦
人
会
の
平
成
十
五
年
度
総

会
が
五
月
二
十

一
日
、
関
係
者
多

数
が
参
加
し
て
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

多
く
の
会
員
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
と
、
開
会
の
前
に
は

琴
生
流
今
帰
仁
教
室
の
皆
さ
ん
に

よ
る
大
正
琴
の
演
奏
、
今
帰
仁
民

踊
愛
好
会
の
民
踊
が
披
露
さ
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
大

会
が
行
わ
れ
た
。

来
賓
の
赤
嶺
千
壽
沖
婦
連
会
長

が

「女
性
が
頑
張
る
と
地
域
は
活

性
化
す
る
。
今
後
も
今
帰
仁
村
婦

人
会
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と

激
励
し
た
。 潤いのあるふるさ

づくりを目 て

田 コ

▲参加者全員で婦連会歌を合唱

△ ▲
〓村婦人 総

総
会
で
は
、
平
成
十
四
年
度
事

業
経
過
、
決
算
報
告
、
平
成
十
五

年
度
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
。
ま

た
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成

績
を
納
め
た
玉
城
婦
人
会
と
呉
我

山
婦
人
会
を
表
彰
し
た
。

と

め

よ

▲今帰仁民踊愛好会によるおどり

す●
「
f｀ ア、全
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北
山
口
想
（嬬
）畜
霧
い争
ω

陸
上
こ
ぼ
れ
話
運

天

政

一

先
月
号
で
は
今
帰
仁
中
学
校
の

統
合
と
で
つ
歴
史
的
な
で
き
ご
と

に
出
会
い
、
思
わ
ず
話
が
「
北
山
」

か
ら
そ
れ
ま
し
た
が
、再
び
話
を
「北

山
」
に
戻
し
、
〈
フ
号
で
は
「
陸
上
こ

ぼ
れ
話
」
で
思
い
出
を
語
る
こ
と
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

去
る
二
月
五
日
、上
原
康
助
氏
含
一

期
生
）
の
勲
一等
旭
日
大
綬
章
受
章

を
祝
う
北
山
同
窓
会
が
母
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
ま

し
た
が
、
そ
の
前
景
気
を
つ
け
る
よ

う
に
、
県
高
校
新
人
駅
伝
競
争
大

会
で
我
が
北
山
が
男
子
の
部
で
優
勝
、

祝
賀
会
に
集
ま
っ
た
同
窓
の
先
輩

方
を
前
に
、
駅
伝
部
の
面
々
が
体

育
館
の
舞
台
に
整
列
、
監
督
の
浜

里
正
己
先
生
全
二
四
期
生
）
か
ら
紹

介
さ
れ
、
大
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

村
広
報

↑
一月
号
）
で
は
「
赤
鷲

復
活
」
、
琉
球
新
報
で
は
「
古
豪
北

山
に
栄
冠
」
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
我

が
北
山
は
古
豪
な
の
で
す
。
私
は
以

前
に
も
本
広
報
で
ふ
れ
、
知
る
人
ぞ

知
る
で
す
が
、
村
民
に
あ
ま
ね
く
知

ら
し
め
た
い
と
思
い
認
識
を
深
め

る
意
味
合
い
か
ら
要
約
し
ま
す
。

我
が
北
山
は
今
か
ら
丁
度
五
十

年
前
の
一九
五
三

（昭
和
二
人
）
年

十
一月
、
高
体
連
主
催
第
一回
全
島

高
校
駅
伝
競
争
大
会

（当
時
は
男

子
の
み
）
に
優
勝
、
ア」
の
年
は
高
校

陸
上
競
技
大
会
で
も
男
女
共
に
優

勝
し
、
〓
一本
の
優
勝
旗
を
手
中
に

収
め
、
陸
上
部
門
で
完
全
制
覇
を

な
し
遂
げ
た
の
で
し
た
。
駅
伝
は
そ

の
翌
年
も
優
勝
し
、
一
一年
連
続
で

全
国
大
会
（当
時
は
大
阪
）
に
派
遣

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二
七
年

後
の
一九
人
天
昭
和
五
六
）
年
、
翌
人

三
年
、連
続
し
て
全
国
大
会
（京
都
）

に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
人

一年
に
出
し
た
全
国
二
十
位
の
順

位
記
録
は
未
だ
に
破
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
我
が
北
山
の
古
豪
た
る
所
以

は
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
の
で
す
。

思
う
に
、
あ
の
こ
ろ
は
学
校
代
表

選
手
ば
か
り
で
な
く
、全
体
（男
子
）

が
健
脚
で
し
た
。
そ
れ
は
当
時
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
た
校
内
駅
伝
競

争
大
会
が
、
学
級
別
で
Ｚ
フ
ス
に
よ

っ
て
は
半
数
以
上
が
選
手
と
な
っ
て
、

本
部
半
島
一周
の
規
模
で
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
で
も
容
易
に
理
解
で
き

ま
し
ょ
つ
。
あ
る
年
の
ア」
の
行
事
に

文
教
局
の
担
当
が
わ
ざ
わ
ざ
見
聞

に
来
ら
れ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
、
当
時
や
ん
ば
る
の
片

田
合
の
北
山
高
校
が
注
目
を
浴
び

て
い
た
こ
と
は
事
実
で
、
ス
ポ
ー
ツ
界

の
要
人
が
何
人
か
出
入
り
し
て
い

ま
す
。
そ
の
頃
の
職
員
室
の
一角
に

長
い
間

「苦
節
十
年
」
の
額
が
掲
げ

ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
村
社
講
平

氏
の
揮
一宅
に
よ
る
も
の
で
、
は
る
ば

る
激
励
に
お
見
え
に
な
っ
た
折
、
記

念
に
残
し
て
い
か
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
氏
は
一九
二
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
五
千
米
、
一万
米
と

も
に
四
位
入
賞
を
果
た
し
た
方
。
「い

ず
れ
も
、
コ
ー
ナ
ー
で
厳
し
い
駆
け

引
き
が
強
要
さ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
競
技

フ
ィ
ン
フ
ン
ド
の
こ
速
手
に
阻
ま
れ
て

不
本
意
な
が
ら
の
四
位
だ
っ
た
」
と
か

後
日

「
苦
節
十
年
」
が
話
題
に
な
っ

た
と
き
、
い
る
い
る
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

聞
か
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

も
う
５

。
陸
上
完
全
制
覇
の
一

年
前
、
即
ち
一九
五
二
年
の
全
島
高

校
陸
上
競
技
大
会
墜

二
〇
〇
米
ト

ラ
ッ
ク
で
懐
か
し
い
那
覇
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
女
子

二
〇
〇
米
で
運
天
敏
子

（五
期
生
・

運
天
）
が
優
勝
し
て
い
ま
す
。
そ
の

時
の
記
録
が
二
十
秒
六
で
し
た
。
そ

の
年
の
北
山
高
校
の
運
動
会
で
は
、

当
時
村
内
中
学
校
生
徒
の
競
技
も

幾
種
目
か
あ
り
、
女
子
二
〇
〇
米

で
兼
次
中
学
校
の
大
城
昭
子

（人

期
生
。兼
次
。今
春
琉
大
教
授
退
官
）

が
ダ
ン
ト
ツ
で
優
勝
し
ま
し
た
。
そ

の
時
の
記
録
が
な
ん
と
二
九
秒
九

で
し
た
。
後
日
、
職
員
室
の
茶
飲
み

話
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
ご
本
人
の
隆
盛
を
予
見
す
る

よ
う
な
清
々
し
い
デ
ビ
ュ
ー
が
今
も

瞼
に
浮
か
び
ま
す
。
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山

〓
一
三

第
二
十

一
回
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

（主
催

・
村
体
協
）

が
六
月

一
日
か
ら
十
二
日
ま
で
村

運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
、
村
内
の
職
場
や
愛
好
者

が
集
い
総
勢
十
七
チ
ー
ム
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
。

決
勝
戦
は
、
県
内
外
の
野
球
大

会
で
活
躍
し
て
い
る
す
く
み
ち
マ

リ
ー
ズ
と
北
山
高
校
二
十
二
期
生

の
チ
ー
ム
、
北
山
三
二
が
対
戦
。

村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

試
合
は
北
山
三
二
が
優
位
に
進
め

た
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
タ
イ
ミ

ン
グ
が
合

っ
て
き
た
す
く
み
ち
マ

リ
ー
ズ
が
中
盤
に
大
逆
転
。
長
打

が
飛
び
か
う
乱
打
戦
の
末
、
十
九

対
十
二
で
す
く
み
ち
マ
リ
ー
ズ
が

優
勝
を
飾

っ
た
。

な
お
個
人
賞
は
、
次
の
と
お
り
。

殊
勲
賞

与
那
勝
治

（す
く
み
ち
）

敢
闘
賞

大
城
聡
美

（北
山
三
二
）

打
撃
賞

一
位

長
谷
川
佑

一

（す
く
み
ち
）

二
位

平
安
名
恭
史

（す
く
み
ち
）

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
北
部
地
域
間
の
交
流
を
行

っ
て
い
る
第
十
二
回
や
ん
ば
る
駅
伝
競
走
伊
是
名
島

大
会
が
同
村
の
臨
海
ふ
れ
あ
い
公
園
を
発
着
点
と
す

る
九
区
間
、
四
二
、　
一
九
五
キ
ロ
で
行
わ
れ
た
。

大
会
に
は
、
北
部
十
二
市
町
村
か
ら
十
四
チ
ー
ム

と
鹿
児
島
県
の
与
論
町
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
知

名
町
合
せ
て
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
。
時
折
降
り
し
き

る
雨
の
中
、
熟
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

レ
ー
ス
は
中
盤
ト
ッ
プ
に
た

っ
た
本
部
チ
ー
ム
を

名
護
南
チ
ー
ム
が
終
盤
の
人
区
で
逆
転
、
そ
の
ま
ま

ゴ
ー
ル
し
大
会
五
連
覇
を
果
た
し
た
。

昨
年
よ
り
五
分
以
上
タ
イ
ム
を
縮
め
た
地
元
伊
是

名
村
が
躍
進
賞
を
獲
得
。
今
帰
仁
村
チ
ー
ム
は
五
位

と
い
う
結
果
に
終
わ

っ
た
。

?
＞
目
標
に
届
か
な
か
っ
た
村
チ
ー
ム

やんばる駅伝競走

鬱

す
く
訟
雪
記
ｕ
ｌ
ス
が

逆

転

廿

ヨ
す

ラ

で
優

勝

村
野
球
大
会

▲優勝した「すくみちマリーズ」チーム

▲ 2年連続準優勝の「北山33」チーム

▲ナイトゲームで行われた決勝戦

村
内
職
場
や
同
好
会
な
ど
、
二

十

一
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
四
月
二

十
日
か
ら
始
ま

っ
た
第
二
十
六
回

村
野
球
大
会

（主
催

・
村
体
協
）

の
決
勝
戦
が
、
五
月
二
十

一
日
村

運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
た
。

決
勝
戦
に
進
出
し
た
の
は
、
こ

こ
ま
で
除
ど
い
試
合
を
制
し
て
き

た
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
と
大
差
で
勝

ち
あ
が

っ
て
き
た
す
く
み
ち
マ
リ

―
ズ
の
対
戦
と
な

っ
た
。

試
合
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
が

少
な
い
チ
ャ
ン
ス
に
得
点
し
、
そ

の
ま
ま
逃
げ
切
る
か
と
思
わ
れ
た

が
最
終
回
す
く
み
ち
マ
リ
ー
ズ
が

驚
異
的
な
粘
り
を
見
せ
逆
転
サ
ヨ

ナ
ラ
で
優
勝
、
二
十

一
チ
ー
ム
の

頂
点
に
立

っ
た
。

な
お
個
人
賞
は
次
の
と
お
り
。

殊
勲
賞
　
嘉
手
苅
真

（す
く
み
ち
）

敢
闘
賞
　
多
和
田
真
長
（
ハ
ッ
ピ
↓

打
撃
賞

一
位
　
長
谷
川
佑

一

（す
く
み
ち
）

二
位
　
与
那
嶺
久

（
ハ
ッ
ピ
ー
）

一
Ｔ
手
　

４
,I

, 1

‐
‐
‐
‐
聟

Ｉ
Ｉ
Ｂ
　

い
一
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三
ヶ
専
が
体
富
館
ご

匡
Ｒ
運
動
会

越

地

区

夭
底

匡

越
地
区
、
天
底
区
、
渡
喜
仁
区
の
区
民
運
動
会
が
五
月
十

八
日
、
雨
天
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

婦
人
会
の
魚

つ
リ
ゲ
ー
ム
、
二
人

三
脚
な
ど
の
種
目
に
多
勢
の
区
民

が
心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
。

仲
里
綾
子
区
長
は

「天
気
に
は

恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
区
民
が
親

睦
を
深
め
、
楽
し
く
休
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
」
と
語

っ
た
。

▲大物が釣れた?「魚つリゲーム」

村
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
今
帰
仁

小
学
校
体
育
館
に
場
所
を
移
し
て

開
催
さ
れ
た
平
成
十
五
年
度
越
地

区
民
運
動
会
は
学
事
奨
励
会
も
兼
ね
、

二
年
に

一
度
行
わ
れ
て
い
る
。

幼
稚
園
児
や
小
学
生
に
よ
る
か

け
っ
こ
か
ら
競
技
が
始
ま
り
老
人
会
、

区
民
の
融
和
を
図
り
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
願
う
天
底
区
の
運

動
会
並
び
に
学
事
奨
励
会
が
天
底

小
学
校
体
育
館
で
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
た
。

田
港
朝
彦
区
長
は
「
十
年
ぶ
り

と
な

っ
た
区
民
運
動
会
だ
が
子
供

か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を

深
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
ｏ

区
民
全
員
の
準
備
体
操
か
ら
始

ま
り
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
風
船
割

ゲ
ー
ム
で
、
い
き
お
い
よ
く
大
き

な
音
で
風
船
を
割

っ
て
会
場
を
沸

か
せ
る
な
ど
盛
り
上
が
り
の
あ
る

運
動
会
と
な

っ
た
。

濯
喜
仁
区

選
▲字を三分して行われた「綱引き大会」

▲円内にボールを入れるゲートボール

一ゞ

“
一
一
中
工
Ｔ
上
Ｆ
ｉ一
ｉ
ｒ
ｉ
ヽ
一
一
一
一
一
十
■学

，
ポ

区
民
の
健
康
維
持
と
増
進
を

上休

図
ろ
う
と
第
十
五
回
渡
喜
仁
区

■

民
運
動
会
及
び
学
事
奨
励
会
が

一一

村
営
体
育
館
で
那
覇
郷
友
会
も

手．‥ょ

参
加
し
て
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
た
。
善

石
川
清
友
区
長
が

「
ス
ポ
ー

洋

ツ
で
汗
を
流
し
、
楽
し
く
有
意

祥

義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
職

う
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、　
■

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
で
ペ
ッ
ト

争≡，

ボ
ト
ル
を
倒
す
ボ
ウ
リ
ン
グ
や

持

フ
ロ
ア
ー
に
設
定
し
た
円
内
に

一一

ボ
ー
ル
を
入
れ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー

■

ル
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
に
汗

を
流
し
た
。 蔦蓋

―
亡おがヨ田
避難ヨ‖練
湧川小学校

:事 →争;争 せ争1争

校
内
で
の
緊
急
事
態
に
児
童
、
教

諭
が
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
、
六
月
十
二
日
、
湧
川
小
学
校

（座
間
味
法
子
校
長
）
で
不
審
者
が

学
校
内
に
侵
入
し
た
場
合
に
備
え
た

防
犯
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

訓
練
は
、
刃
物
を
振
り
か
ざ
し
た

不
審
者

（警
察
官
）
が
授
業
中
の
教

室
に
侵
入
し
た
場
合
を
想
定
し
て
行

わ
れ
、
教
諭
ら
が
児
童
を
安
全
な
場

所
に
誘
導
し
た
後
、
警
察
署

へ
通
報
、

パ
ト
ー
カ
ー
で
駆
け
つ
け
た
警
察
官

が
侵
入
者
を
逮
捕
し
た
。

模
擬
訓
練
を
終
え
た
座
間
味
法
子

校
長
は

「学
校
は
い
つ
も
無
防
備
の

状
態
、
訓
練
は
と

っ
て
も
大
切
」
と

話
し
、
本
部
署
員
に
お
礼
を
述
べ
た
。

▲ホーキで子供たちを守る教論
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■
■
■
■

六
月

一
日
付
け
で
呉
我
山
区
の

区
長
が
代
わ
り
ま
し
た
。
前
任
の

島
袋
祐
太
郎
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。
新
し
い
区
長
の
親
里
藤
子

さ
ん
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
玉
城
区
の
水
道
検
針
業
務

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
新
城
ま
ゆ
み
さ
ん

に
代
わ
り
、
金
城
み
ね
子
さ
ん
が
玉
城
区
、

呉
我
山
区
の
水
道
使
用
量
の
検
針
と
水
道

料
金
の
集
金
業
務
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

違
法
駐
車
や
道
路
の
不
正
使

用
を
な
く
し
て
、
交
通
の
安
全

と
円
滑
を
図
ろ
う
と
、
六
月
十

二
日
本
部
警
察
署
と
本
部
町
今

帰
仁
村
消
防
組
合
に
よ
る
合
同

道
路
環
境
浄
化
パ
ト
ロ
ー
ル
が

実
施
さ
れ
た
。

「道
路
の
違
法
駐
車
は
、
歩

行
者

へ
の
交
通
事
故
を
誘
発
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
火
災
等
の

災
害
発
生
の
際
に
、
消
防
車
の

現
場

へ
の
到
着
が
遅
れ
ま
す
。

道
路
で
の
違
法
駐
車
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
」
と
広
報
車
を

通
し
て
広
く
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
に

呼
び
か
け
た
。

道路環境浄化パト回―ル

▲商店街をパトロールする今帰仁交番員

試験日時:平成15年 8月 24日 (日 )午前10時開始

試験種類 :甲種 (第 1～第5類 )、乙種 (第 1～第7類 )

試験会場:沖縄国際大学、宮古広域消防本部、

八重山農林高等学校

受験願書受付期間:平成15年7月 14日 l月 )～ 7月 18日 (金 )

受験案内書配布先:各消防本部。宮古支庁総務観光

振興課・消防試験研究センター

受験受付方法:受験願書を試験センターヘ郵送又は直

接窓口へ持参

受験受付場所及び問い合わせ :

(財 )消防試験研究センター沖縄県支部

那覇市旭町116-30番地 自治会館5階
TEL 098-867-5332

呉我山区長代わる

呉我山区長

親里 藤子さん

玉城区・呉我山区の水道検針員に
金城みね子さん

玉城区・呉我山区
金城みね子さん

建設業に働く著者からの
メッセージ募集

【内  容】
建設業に就職した理由・動機、現在の心境や将来の夢、建

設業に対する提言これから就職しようとする若者への助言

等を、自身の言葉で簡潔にまとめたもので題名及び文章の

形式は自由です。

【応募資格】建設業に働く30歳未満の方

【応募方法】4oO字詰原稿用紙5枚程度

【応募期間】平成15年 6月 2日 (月 )～ 8月 1日 (金 )

〔入選・賞〕優秀作 9名 (賞状及び賞金5万円)

秀 作 10名程度 (賞状及び賞金3万円)
佳 作 若干名 (賞状及び記念品)

【問い合せ先】雇用・能力開発機構 沖縄センター
〒900-0006 刃[覇市おもろまち1-3-25

沖縄職業総合庁舎4階

企画部門 TEL(098)862-3212

7広 報 な き じん 似oo3年)平成15年 7月 1日
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―母子及び父子家庭等医療費助成事業一
●目  的
母子及び父子家庭等に対し、医療費の一部を助成する

ことにより、生活の安定と自立を支援し、福祉の増進を図る

ための事業です。

●対 象 者

村内に住所を有し、医療保険に加入している下記の方

が対象となります。

●母子家庭の母と児童

●父子家庭の父と児童

●養育者が養育する父母のない児童

●手続方法

下記の書類をろそえ、役場福祉課で申請してください。

①戸籍謄本  ②住民票謄本
③所得証明書 ④健康保険証
⑤印鑑

※詳細はお問い合わせください。

a56-4189(福祉課)

7月 は現況届の月です。
現況届は毎年 1回母子及び父子家庭等医療費助成受

給者が出す届です。

現況届の内容は、主に前年の所得状況と家庭内の状

況に変動がないかを確認し、引き続き対象者であるか

否かを判断するために行うものです。

この届を出すと、新しい受給者証の交付及び 8月 以

降の医療費助成を受けることができますので、必ず提

出してください。

なお届は下記の日程で、役場福祉課で受付ますので、

健康保険証、印鑑をご持参ください。

日 R寺 午前9日寺～午後5R寺 (午後12時～1時を除く)

7月 9日

(水 )

今泊、兼次、諸志、与那嶺、仲尾次、

崎山、平敷、越地、謝名、仲宗根

7月 10日

(木 )

玉城、呉我山、湧川、天底、勢理客、

渡喜仁、上運天、運天、古宇利

茨遷<恕雖泥庭邑ガ乳
船舶職員法が改正され、平成15年 6月 1日から小型船舶の免許

制度が大きく変わ
',ま
した。その主な内容はつぎのとおりです。

O小型船舶操縦者と船舶職員の資格体系の分離
プレジャーボート、漁船などの小型船舶の船長が「小型船舶

操縦者」として位置づけられ、大型業務用船舶の「船舶職員」と

分離され、法律の名称も「月合舟白職員及び小型船舶操縦者法」と

改められました。

O小型船舶操縦士の資格区分再編成等
小型船舶操縦士の資格区分については、従来の5区分 (1

級～5級小型船舶操縦士)が簡素化されモーターボート等の2区

分 (1級。2級小型船舶操縦士)と水上オートバイ専用区分 (特殊

小型船舶操縦士)とあわせた3区分になりました。なお、従来まで

の免許取得者については、現在の免許は新免許とみなされ、引き

続き利用できる(水上オートバイを含む。)ことになっています。

また、旅客船や遊漁船など人の運送をする小型船舶の船長は、

小型船舶操縦試験の合格に加えて「小型旅客安全講習Jの受

講を要件とする特定操縦免許が必要です。

○小型船1自操縦者が運守すべき事項の明確化

小型船舶のよリー層の安全を図るために、

①酒酔い操縦の禁止

②港内や航路等ふくそう水域での有資格者による自己操縦

(水上オートバイは常時)

③遊泳者等に対する危険な操縦の禁止

④子供、水上オートバイについての救命胴衣等の着用義務

など小型船舶操維者が、遵守すべき事項が法律で明確化され、

遵守事項に違反したときは、行政処分の対象になることがあります。

詳しいことについてのお問い合わせは、下記にご連絡下さい。

沖縄総合事務局 運輸部 船舶船員課
電話:098-866-0031(内線504)

国家公務員

入国警備宮採用試験
―高等学校卒業程度―

人 事 院・法 務 省

◇受験資格◇

昭和55年 4月 2日～昭和61年 4月 1日生まれの者

◇採用予定数◇

約40名 (採用予定数は、平成15年 6月現在のものであり、変動

する場合もあります。)

◇試験日程・試験種目◇

受付期間

フ月22日 (火 )～8月 5日 (火 )
◎申込書の提出はできるだけ郵送 (配達記録)にしてく

ださい。(8月 5日消F「有効)

◎持参する場合、受付時間は9:00～ 17:00です。(土。日曜

日は除く。)

第
１
次
試
験

実施日

9月 28日 (日 )9:00(開始)～12:55(終了)

試験種目

教養試験 (多枝選択式)・作文試験

合格発表日

10月 15日 (水 )

第
２
次
試
験

実施日

10月 22日 (水)～ 可0月 23日 (木 )
※第1次試験合格通知書で指定する日

試験種目

人物試験。身体検査・身体波1定・体力検査

最終合格者発表

11月 13日 (木 )

※照会先・申込用紙請求先

人事院沖縄事務所 〒900-0022那 覇市樋川 1‐ 15‐15

TEL(098)834-8400
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痢働如店 。孵 働隷鶴詔層
那新噺卸bへ移動

~(7/22)

1.移転先:〒900‐0006

那覇市おもるまち2丁目1番 1号 《那覇第2地方合同庁合》

(沖縄労働局:3階、那覇労働基準監督署2階 )

※電話番号の変更はありません。

2.移転日(業務開始日):平成15年 7月 22日 (火 )

(問合せ先)TEL(沖縄労働局企画室):098-868-4403

検察審査会は、本年7月 12日に検察審査会法施

行55周年を迎えます。検察官が被疑者 (犯人と思わ

れる人)を裁判にかけなかったこと(不起訴処分)の

よしあしを、国民の中からくじで選ばれた11人の検察

審査員が審査する。それが検察審査会制度です。

詳しくは、那覇検察審査会事務局

(TEL 098-855-3366)ま でお問い合わせください。

7月から 保隕料の普通徴1翼が始まります。
〔対象者】
○老齢 (退職)年金が年額18万円未満の方

○老齢福祉年金、障害年金、遺族年金のみ受給されている方

○年度の途中で65歳になった方、他の市町村から転入してきた方など

〔保険料の決めかた】

今帰仁村 第3ランク

【期別保険料】

〔納めかた】

納期ごとに、広域連合から送られてきた納付書をもって指定の金融機関などで納めていただくか、

又は口座振替によって納めていただきます。

※なお、すでに口座振替をされている方はいままでどおり糸区続して行いますので、再度申し込みを

する必要はありません。

〔問い合わせ先】

○沖縄県介護保険広域連合

〒904‐0197 沖縄県中頭那北谷町北谷 2丁目6番地 2 TEL 098-921-7802(業 務課賦課徴収係)
☆ホームページを平成15年 5月 20日 更新しました。 httpy/www.okinawa― kouikttp/

○役場保険予防課 TEL 56-2101 内線125

段階 対 象 者 保険料率 保険料年額

第1段階

。生活保護受給者
基準額×05 31,400

・老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税

第2段階 世帯全員が住民税非課税 基準額×0.75 47,000

第3段階 本人が住民税非課税 基準額 62,700

第4段階 本人が住民税課税で前年所得額が200万円未満の方 基準額×125 78,400

第5段階 本人が住民税課税で前年所得額が200万円以上の方 基準額×1.5 94,100

第1期 (7月 ) 第2期 (8月 ) 第3期 (9月 ) 第4期 (10月 ) 第5期 (11月 ) 第6期 (12月 ) 第7期 (1月 ) 第8期 (2月 ) 第9期 (3月 )

第1段階 4,200 3,400 3,400 3,400 3,400 3,400 3,400 3,400 3,400

第2段階 5,400 5,200 5,200 5,200 5,200 5,200 5,200 5,200 5,200

第3段階 7,500 6,900 6,900 6,900 6,900 6,900 6,900 6,900 6,900

第4段階 8,800 8,700 8,700 8,700 8,700 8,700 8,700 8,700 8,700

第5段階 10,900 10,400 10,400 10,400 10,400 10,400 珂0,400 10,400 10,400
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‐

～あなたと家族の健康づくりの第一歩～

。なぜ、◆、住民検診が必要?

沖縄県民の寿命が危ぶまれている原因の1つが生活習1買病。生活習慣病の恐ろしさは、何

の症状もなく、長い時間をかけて進行するところにあし,ます。40歳～60歳の働き盛りの皆さん

に増えています。その生活習慣病を予防するために必要なのが住民検診なのです。

・住民検診を受けたら、どうなる?

住民検診を受けたあと、約3週間であなたのお手元に検診結果が届きます。

検診結果の中にあなたの現在の体の状態、何に気を付けたほうが良いのかアドバイスが示さ

れています。また健康相談として各字で保健師・栄養師からのアドバイスもあ
',ま
す。ご活用

下さい。

十

■
ラ
≒

＞

く

住民検診
を受ける

約3週間後 , 各字で健康相談
(個人通知します。)

保健センター

健康相談

食事の時間・内容によって

は、正しい血液検査、尿検

査の値がでません。

，
学

検診結果が届く尊

上手な住民検診の受け方ワンポイントアドパイス

・午前中に検診を受けられる方

前日の夕食を早めに済ませ、当日の朝食を控え、住民検診を受けて下さい。
。年後に検診を受けられる方

当日の朝食を早めに済ませ、昼食を控え、住民検診を受けて下さい。

*詳しい日程・料金等につきましては「検診のお矢口らせ」を御覧下さい。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●,● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

/

昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
～

昭
和
六
十
二
年
十
月
一日
生
ま
れ
の
方

風
疹

の
予
防
接
種

受

け
ま
し
た
か

妊
娠
中
、
風
疹
に
感
染
す
る
と
お

腹
の
赤
ち
ゃ
ん
が
危
険
で
す
。
平
成

十
二
年
十
月
の
法
改
正
に
伴
い
、
一九

七
九
年
～
人
七
年

（昭
和
五
十
四
年

～
六
十
二
年
）
生
ま
れ
で
、
幼
少
期

に
一度
も
風
疹
の
予
防
接
種
を
受
け

て
い
な
い
方
及
び
風
疹
に
か
か
っ
て
い

な
い
方
を
対
象
に
、発
病
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
風
疹
の
予
防
接
種
を
実

施
し
ま
す
。

今
年
九
月
二
十
日
で
経
過
措
置

が
終
わ
り
ま
す
。
男
性
も
、
あ
な
た

と
将
来
の
あ
な
た
の
家
族
を
守
る
た

め
受
け
ま
し
ょ
う
。

今
回
未
接
種
の
方
は
、医
療
機
関

で
受
け
て
下
さ
い
。
（自
己
負
担
）

実
施
日
入
月
十
五
日
（金
）

受
付
　
午
後
十
二
時
半
～
一時

人
月
二
十
日
（土
）

受
付
　
午
後
一時
～
一時
半

場
所
　
今
帰
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

連
絡
　
今
帰
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

五
六
―
〓
ご
一四

保健師
だより

仕電割齢 は
手Fとが肇華ゥ
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7月 /文月
Oウ エ

Oゆ いま―る (与 〃卜欲 )

0リ ノヽビリ
O′ bttEごと料4談 (13:30～ 16:30コ ミセン)

O区長会
Oゆいま―る (仲尾次 )

7:30´
ヤ Oリ ハビリ

0心西dご と‖1談 (13130～ 16:30コ ミセン)

ODPT 1歩 30～ ) イケア

O小中学生陸上.Wズ室

ンクール 0住民検診 (卜運天 運天 )
0操体法教室 (1000～ 保 l′とセンター )Oお もちゃ図昔館 (900～ 12110コ ミセン)
O いま―る

PTAバ レーボー Oお 12100コ ミセン

O小中学生陸 r教室

OI長 会
Ol'Ill康相談 (&30～ 11お0)

O漁協甲ll市 (&00～ )
0村ソフトテニス選手権大会 徹 00～ 村テニス場 )

Oゆい ― る
0住民検診 (勢理客 天lⅢヽ )

0リ ノヽビリ
O心配ごと相談 (1330～ 1630コ ミセン)

|)

Oゆ いま―る

0夏の交通安全県民迎 Iザ,出発式
Oリ アヽビリ
O心配ごと相談 (■ 30～ 1630コ ミセン)

O (ll1 00～ 保 l'I世センター )

●小中学生卜々 Ji教室

0ム ラ ン
0お もちゃ図昔館 徹 00～ 12110コ ミセン)

O ソフトボー 覆ユ月/葉月()乙羽りi市 餘00～ |「央公民館 )

0腱
"て

相訟 (&30～ 1130)
0住民検診 Gl技・喜に) Oは:民検診 (平敷 崎山)

ゆ い ― る 12:00コ ミセン

0な きじん乙羽 まつ り

Oリ アヽビリ C)な きじ
O牛セリ市 (ll1 30～ ) 心配ごと相談 (1330～ 1630コ ミセン) 0村球格lt大会 (バ スケッ トボール バ レーボール ボウリング )

コミセン 開会式 &30
0ゆ いま―る (今油 )
0小中学Jirl L教室 0住民検診 (仲宗根 )

ク ラ グラウンド O
Olll疹 (1230～ ) Oは :民検診 (今 1向 )

(諸志 )

0お もちゃ図書館 (9110～ 1多 00コ ミセン)
0小中学生「た上教室 C)心西Eご と相房炎 (13:30～ 16:30コ ミセン)

Oは:民検診

表 紙

早
朝
の
嵐
山
展
望
台
か
ら
羽
地
内
海
に
浮
か
ぶ
小
島
を

撮
り
ま
し
た
。
時
間
と
と
も
に
、
朝
日
を
浴
び
た
海
面
の

波
紋
が
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
後
記
に
な
り
ま
し
た
。
毎
月
書
こ
う
と
思

っ
て
い
る
の
だ
が
‥
・

村
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

○
安
慶
名
停
孝
さ
ん

宣
（我
山
四
六
三
）
よ
り

母
、
ナ
ヘ
様
の
香
典
返
し
と
し
て
五
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
寄
付

平成15年度 村興

「世界遺産飛騨白川郷含掌造りと

共に生きる私の人生」
師 岐阜県 白川郷 旅館「すみれ荘」大女将
宇 田 す み 氏

宙
（
開時

一鞠ツ呻・一
月

■
ヽ

７

コ
隣
帥
成

帰

平

今

時

所

・白川村大字島、昭和 6年 2月 11日、合掌造りの家で
4人姉兄の末つ子として生まれる。
・昭和43年 5月 より民宿の許可を取り開業。
・昭和46年旅館に切替、新館を建て開業。
・平成11年 7月 25日  商工会第 1回主張婦人部大会
において最優秀賞となり岐阜県代表になる。

講

日

場

言昔自雨略歴
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五
月
三
十
日
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日

の
夕
方
、
越
地
区

（仲
里
綾
子
区

長
）
の
子
供
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
ら

が
参
加
し
て
、
同
区
内
幹
線
道
路

沿
い
の
美
化
作
業
を
行

っ
た
。

小
雨
が
降
り
し
き
る
中
、
参
加

者
は
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
に
、

無
造
作
に
捨
て
ら
れ
た
空
缶
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
丁
寧
に
拾
い

集
め
た
。

親
子
で
参
加
し
た
仲
里
正
史
さ

ん

（四
十
九
歳
）
は
「新
中
学
校

の
通
学
路
に
な
り
、
交
通
量
も
多

く
な
っ
た
。
み
ん
な
で
き
れ
い
に

し
な
け
れ
ば
」
と
語

っ
た
。

＞
雨
の
中
、
元
気
に
ゴ
ミ
を
拾
い
を
し
た

子
供
た
ち

百
０
中
、壌
子
で
一一

こんはセミ見たことない|
湧川区公民館でこのほど全身緑色した小型の

セミが見つかりました。

6月～ 7月 ごろの夕方「チュ チュ チュ・・・」

と小さな声で鳴き、生息が確認されているのは、

沖縄本島や久米島でわずかに見つかっているだ

けのとても珍しいクロイワゼミという種類だそ

うです。

今泊

体長28ミ リ(翅の先まで)

― ハ ト科 ―

全国の平地から山地にかけて生息し、ヤマバ ト

と呼ばれ村内でも1年中見られます(留鳥)

九州以北でキジバ ト、南西諸島一帯で繁殖する

ものはリュウキュウキジバト(背と翼がキジ (メス)

に似た模様からキジバ ト)

ヒナにはピジョンミルクというミルク状の液体

を与え、頭を下にしたまま水を飲む事ができ、車

の種や木の実等、植物質のエサを食べます。

スズメと同じく「ものさし鳥」として扱われてい

ます。

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)

ンリーズ今帰はり効雄 ち聰

リュウキュウキジバト


